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十日町地区景観・まちづくり協議会

令和２年６月１７日に十日町地区景観・まちづくり協議会の理事会（総
会）が開催され、今年度の事業計画及び予算等について承認されました。

令和２年度事業計画について

本年度は、以下の事業を計画しています。

①十日町地区景観ガイドラインの周知・運用を進める。
②統一した景観整備のためファサード（建物正面外観）改修を推進する。
③安全で良好な道路空間を確保するため、主要地方道上山七ヶ宿線(十日
町通り)の二日町プラザ交差点～かねにの区間に引き続き、電柱等の移
設について検討する。

④まちぐるみの花いっぱい運動を推進する。
⑤かかし祭りに合わせて街角かかしを設置する。
⑥「十日町・いろは市」に景観啓発ブースを出店する。

十日町地区景観・まちづくり協議会では、住む人が誇りを持ち安心
して暮らせ、訪れる人が楽しんでまち歩きできるまちづくりを進め、十
日町地区の「保全・活用・再生」のために地区の自主的なルール作りに
取り組んできました。この度の理事会で、景観ガイドラインが承認され、
これから運用するにあたり、みなさんにご協力いただきたいと思います。
また、ガイドライン自体には法的な強制力はなく自主的なルールであ

るからこそ、地区民一人ひとりの想いが将来へと引き継がれていくもの
です。
このガイドラインをきっかけに、再度十日町地区の景観について考え

る機会になればと思っています。

十日町地区景観ガイドラインの承認について

講 演

景観ガイドラインを全戸配布します

７月１日に十日町地区景観ガイドラインを十日町地区全戸に配布
しました。
また、このガイドラインはこれからもみなさんの意見を取り入れ

ながら適宜見直しを行っていきますので、今後ともご意見等をお寄
せくださるようお願いいたします。

山形県県土整備部県土利用政策課 森川課長補佐（景観・地
域づくり担当）より景観ガイドラインを作成した後の具体的な
景観活動や高畠町のよい景観の事例紹介を含む「これからの景
観まちづくり」についてご講演していただきました。

これからもよりよいまちづくりを目指して、作成した景観ガ
イドラインに基づき、景観活動に取組んでいきましょう。

高畠町まほろば通りの事例講演会の様子



十日町地区景観・まちづくり協議会の理事会（総会）で、十日町
地区景観ガイドラインが承認されたことから、６月２３日に景観ガ
イドラインに沿った活動に対する支援の充実などについて市長と懇
談しました。

十日町地区景観ガイドラインを報告してきました

市長から次のような話がありました
・いろは市で使用している暖簾を日常化するなど、できるとこ
ろから景観活動を行ってはどうか。

・ガイドラインはあくまでも景観をよくするための手段に過ぎ
ないので、今後地区でどのようにしていきたいか検討し、楽
しみながら活動を実施してほしい。

・毎年少しずつ小さなことから取り組んでいくことが重要であ
る。 ６月２５日の山形新聞朝刊で

紹介していただきました
黄色のマリーゴールド、百
日草で明るく彩りました

十日町地区を花で色鮮やかに

会長（羽島健夫）、副会長（太田伸夫、石井茂吉）から市長に対し十日町地
区景観ガイドラインをお渡ししました

今年は新型コロナウイルスの流行により大変な状況では
ありますが、少しでも地域が元気になるよう願いを込めて
景観活動の「花いっぱい運動」を実施しました。
また、聖火リレーやワインバル等のイベントが延期、中

止となる中、商店街のみなさんにご協力いただき、７月２
～４日の３日間「いろは市」を開催しますので、多くの人
に気持ちよく足を運んでもらいましょう。


